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事業番号 48 平成２４年度事業評価シート　（平成23年度事業の評価）

事業名 男女共同参画推進事業 担当課 市民協働課

事業期間 開始年度 終了予定年度 担当係 協働係

総合計画

めざすまちの姿 人が育つまち

目標 まちづくりはひとづくり（人財育成）

成果指標

男女共同参画社会づくり宣言事業所・団体の数
中間目標
 （H27)

１０事業所
最終目標

（H32)

予算区分
一般会計 総務費 総務管理費 生活文化費

細事業

位置づけ
関連計画

根拠法令

実施主体 その他

実施方法 市が直接実施・運営 一部又は全部委託 指定管理 その他（

対象（誰のため） 全市民 特定の市民 特定の団体 その他

事業の目的
（何のため）

　

内容（概要）
▶「女と男プランこさい」に基づく各施策の推進
▶ 男女共同参画推進市民懇話会の開催
▶ 湖新楽(こあら)交流会の活動支援

これまでの改善・
見直しの状況

►平成23年度
・「女と男プランこさい」の改訂版を策定

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成２３年度事業費

事業費
466 199 446 （内訳）

224 310 物件費 310

財
源
内
訳

国庫支出金

地方債

県支出金

その他

一般財源

職員人件費 3,508 3,314 2,816 　人工 0.4



３．事業の評価

事業の実施状況

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

活
動
指
標

内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 達成率

取り組み回数 回
13 20

177%23

実
績
・
改
善

平成23度
活動内容

「女と男プランこさい」改訂版の策定
湖新楽(こあら)交流会の活動支援
講演会、講座の開催（４回、250人）

課題・問題点
となった事項

・プランの策定から10年が経過し、施策の進捗状況や社会情勢の変化により生じた課題に対応するため、現
行プランの改正が必要。
・加入団体数が減少している。

どう対処したか 男女共同参画市民懇話会等を開催、検討のうえ、「女と男プランこさい」の改訂版を策定した。

改善点 男女共同参画推進事業として、４講座増やした。
効果額

H24-H23
（千円）

自
己
評
価

事業目的の
達成状況

プラン改訂版の策定ができ、湖新楽交流会による男女共同参画推進事業が実施できたため、概ね目標が達成
できた。

※必要性
事業を廃止・休
止したときの影響

・昔から男女の固定的な役割が根強く残っているため、何もしなければ男女共同参画に対する意識、
　理解は高まらない。

判定 A　継続 より一層の充実を図り実施 事業主体 市

判定理由 市が継続して事業を実施する必要がある。

今後の方向性
○ひとつのことを男女共に考え・行動していく中で、互いに人格を尊重し、個性と能力を発揮し、共に責任
を負う社会を形成する。


